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（公財）レーザー銭術総合研究所 染川智弘
千葉大CEReS 民子直弘、久世宏明

Ackno叫e<!cemonls

本研究r：千葉大鹿壇リモトセンシング窃史センタ 共同利用研究（P2012-l）に
よって連行されました．ここに臨調聖を表します．

I 22 
白色光レ一ザ一を用いたco，の DOAS景rJ定 呈三豆呈重ヨ
・文盟中a,co，吸収スペタトル計調聾睡12/t図15omokJw,ct,1.岬 EX.2010 ,nd Cl. 2011 

山間制JO.OH~

(4!im叫《血司＂＇刷 1.42C・・2400M'I)

M主← ー ニご ー 竺ーー＝ 』ーー｜拙ラー

L一一一一一 一一て二＝一→ 町
叫 ←I 一一一 一一－.，.蜘 一 一一一l町.，.，＿ 一
, a u r•• ん 司ー 量甚罰8mの睡眠党路 ビーム広州角，o,im咽〈ヨリメータで調車3

~品ト：r品
' l白色光レーザー田赤外吸収を利用して畠室

( .,--'¥ 7凡＇I ｜効果ガスであるco,o,測定に雄功 ！

刊 ’》2 ・ I • • OOASlllでは光源と観湖胤の20:.聞の
4ト一一ーチ＝ →，，， 平笥毒虚し命制轟で含叫 、

...-ll .rJ＂下j 官 ・ 事外場はスペタトレ強置がれきも、

自． aの認明 戸 、〆
」 ••. a目 1白色光強度町大き芯近赤外戚に唖岨のお

｜る水語気．酷棄に対して白色光レーザー由
｜畳分唖版ライダー｛口同LIへ耳周

判

明

｜白色山

⑥ o,o仰

が掴 村 誠怜午π計 寸 寸

！：斗t~主体制：

l白色光円ーを用いたリモ士トζμ 言語
自負光ライダーの開発信強度レーザー植術向イザーに応用

ピーク強置がTWに遣するレーザーパルスを気休中に聾光すると．単色町レーザー先が暢々怠置,I
E併せ待った白色先に車検されるe己目白色光をレーザーレーダー（ライダー｝田光置として朗いる白
色先ライダーシステム回開祭

コヒーレント白色先

レーザ田持性（指向性‘偏光等）を持つ
紫外から赤外に且，s：連暗スペクトル。

｜湖定対象に量週怠惑星を用いた観剥が可能 ｜

I 22 
差分吸収ライダ一（DIAL)への応用 藍曇三主ヨ

差分吸収ライダー（DIAL）の湖定原理

測定対S底的帳収のある量畢（On）と芯い麗甚（0的自ライタ－11号叩量分から置置を徳宜

H,O ""  o, 計刻対象の混車内、吸収街函Ill•とすると、消敏係 閣
制左大開予によるレイリ－11UHa.l，エアロゾ .L..1.. 
＂によるミー－.rn，.＿， .計測剣＂＇の喰阪に より ,-

吋 R）•町“ RIゐ..，同《R、
l 

と4慢される， o’Alではft湖対象の聡~が大きい；E • 
長ん，と小さいi息長・謝を選択し．滋象釜が＋分小. .
けれ，t.a •. a,I<閣のIi化に剥して＋骨，jさいk 寓 •. ,. 鳩 嶋崎 順嗣 ＇＂ ，.明 －
a定できるため 駒晴叩同

国．大量（1,2km）の量通事と光学フィルターの遭過幕

。＂－帥－ ·＂~·】？”（附加 分干の吸収ライJ に合った猿帯坂のレーザーの

開発は困灘’
が鳴られる．ζζで．臼.，（；.）－，比，） でめる.「一一一一一一一ー
伺憾に後方触凱後脚色ー定であると仮置できる 」白色先ライラfー
のtライダ一方哩戎（Koシステム定敏） l'li蒼百恵要喜重訣して観測できるが狭帯減な

市 】石市則的／R'x"o(2Jo1Rld,) I ~Jiの分離主因離 t

司ι

11140221’16…→セン
白色光DIAL観測結果と従来手法による水蒸気分布の評価 E主三三冨

それぞれの波長の距離2乗補正信号と200m平均で差分信号
W世 m 回 附叫 IJI"

H,9_ －＇』－ 1，拘｝
725-750 730 750 760 780・ ・ w

。jfrj'r門
201 (105/02 21:4()--22:09 ' 

＂明 ，＂＂問＇＂＇叫

｜従来の解析手法では本薫気分布がきれいに導出できえよい ｜
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四色光DIALシミュレーション結果 ム 言語11140221憲16… ーン…ジウム 三ヨ
白色光DIALシミュレーション結果 呈 三三ヨ

i ベ 0.5

ゾンヂの叫測鎗舟『
I r , , , I 

0.0 ' 
-0.2 0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0 0 10 20 30 40 50 

R.C. Signal t>.u.） ”・,O VMR （制

｜α、Fの補正を行ってもゾンデの観測値と一致しない→工7ロゾル由時間変動の影響か？ ｜

8 

閉じアルゴリズムを観測ヂータに適用（30分間の平匂干ータ）

3.0 副 3.0

05ト

1140221第16団理規リモートセンシングシン市ジウム 言主主主主＝＝＝ョ

白色光DIALシミュレーション結果：エアロゾル濃度の違い 量 三三重
114022>箪16回哩境リモートセンシングシンポジウム 亘三主三主主主主到

エアロゾルが薄い自の白色光DIAL観測結果 量三三ヨ

~ 
3.0 

I -751 nm - 723 nm I 
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2－＝
回
言＝
u司的

言Yuk ・ 0

2010綱引（j21・J7‘2216 息三日 直主豆亘蚕l 金三E・ 嶋 d 輔

(h円n・/lwww副＇＇＂・P巴20.in/P.1«.,~i;i 

Ill!旦出旦且Eより｝

＂＂＂＇神百日同~－－l.S 

li 」 rfi"r円。 30

。

E
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〉＝－
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＝
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10 

111;~~ !1(161ID1'lt'J<e－トセンシング泊料ウム 言書11140221算

白色光DIALシミユレ一シヨン結果：ヱアロゾルの時間変動 呈主三三三副

ll,(l －－＇晶画 ． 附句l

白色光レーザーを差分吸収ライず－（DIAL)に応用して、水蒸気.ii量素の高度

分布情報在摂価

・白色光レーザーを用いて、水蒸気（On

725, 730 nm. o符 750nm）.磁繁（On:7回
nm、Offc7間 nm）の班長帯周を1分毎に切
り管えてうイダー観測を実施

＝工言京宣言 1 u j'l'I' 
｜今後の研民計画｜ ' 10 

•on.Offの観測聞珊を短くする．平均時間を畏〈する
・アレイフォトマルを利用したOn,Off；＆＇.長の岡崎観測

•a. Pの補正苦行うことで水蕪
賓の高度分布情線が計算でき

・ ドルミユレーシ 時 呆）
l・1分毎によるエアロゾルの変

動が大き〈水蒸気の高度分布
情報が一致しない

2.0 

1.5 

,.~H~-::)J ::.1加（t:11.，；，川町，I,,,Ii ~.:: 
炉.，’i-....・，，ゐ司＂

。。
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20 ll対抗，'i'~ ，・判－22，凹
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